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電
気
事
業
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
従
来
民
法
上
の
公
益
法

人
に
の
み
認
可
さ
れ
て
い
た
一

般
用
電
気
工
作
物
調
査
業
務
が

民
間
法
人
に
ま
で
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
本
年
7
月
、
法

施
行
と
な
っ
た
。

　

同
年　

月
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

10

1
都
7
県
電
工
組
が
全
国
に
先

駆
け
、
東
京
電
力
㈱
管
内
で
同

調
査
業
務
を
開
始
。
全
日
電
工

連
で
は
特
別
委
員
会
に
お
い
て

精
力
的
に
そ
の
対
策
を
進
め
て

お
り
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
電
工

組
も
平
成　

年
度
の
同
業
務
開

13

始
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

平
成　

年
9
月　

日
、
北
海

12

29

道
札
幌
市
内
の
ロ
イ
ト
ン
札
幌

に
お
い
て
第　

回
電
気
工
事
業

17

全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
各
界

か
ら
多
数
の
来
賓
を
招
き
、
全

国
組
合
員
、
青
年
部
等
1
、
6

0
0
余
名
が
参
加
。
一
般
用
電

気
工
作
物
調
査
業
務
へ
の
参
入

と
相
俟
っ
て
、
ま
さ
に
転
機
と

な
る
大
会
と
な
っ
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
平
成　

年
13

度
事
業
に
反
映
さ
せ
、
組
織
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
大
会

決
議
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

全
日
電
工
連
顧
問
で
あ
り
、

建
設
、
運
輸
、
農
林
水
産
各
大

臣
を
歴
任
さ
れ
た
越
智
伊
平
氏

が
3
月　

日
早
朝
、
心
不
全
の

24

た
め
逝
去
さ
れ
た
。
享
年　

歳
。

79

　

昭
和　

年
の
初
当
選
以
来
、

47

衆
議
院
議
員
を　

期
務
め
ら
れ
、

10

国
政
の
要
職
を
多
数
歴
任
。
ま

た
長
年
に
わ
た
り
全
日
電
工
連

顧
問
と
し
て
業
界
の
御
指
導
を

頂
い
て
い
た
。

　

昭
和　

年
、
長
年
の
悲
願
で

62

あ
っ
た
電
気
工
事
二
法
の
改
正

は
、
全
日
電
工
連
に
と
っ
て
歴

史
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
暗
礁

に
乗
り
上
げ
て
い
た
通
産
省
、

建
設
省
間
の
合
意
を
取
り
つ
け

た
こ
と
は
、
越
智
氏
の
数
多
い

功
績
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

毎
年
政
府
が
発
令
す
る
春
と

秋
の
栄
典
に
お
い
て
、
全
日
電

工
連
は
常
に
数
名
の
叙
勲
、
褒

章
受
賞
者
を
輩
出
し
て
お
り
、

今
年
も
島
津
孝
吉
全
日
電
工
連

副
会
長
の
勲
五
等
双
光
旭
日
章

を
含
め
5
名
が
叙
勲
を
、
9
名

が
褒
章
を
授
章
し
た
。

　

ま
た
通
商
産
業
大
臣
表
彰
で

は
個
人
の
部
9
名
、
営
業
所
の

部
8
社
が
受
賞
し
た
。

　

第
一
種
電
気
工
事
士
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
5
年
毎
の
定

期
講
習
は
、
第
1
回
（
平
成
5

年
7
月
～
平
成
9
年　

月
）
に

11

引
き
続
い
て
、
現
在
第
2
回
（
平

成　

年
4
月
～
平
成　

年
3

10

15

月
）
を
迎
え
て
い
る
。

　

今
年
度
9
月
ま
で
の
申
込
み

率
は　

・
9
％
、
8
月
ま
で
の

92

終
了
率
は　

・
4
％
と
順
調
に

90

推
移
し
て
い
る
が
、
第
1
回
目

定
期
講
習
に
比
べ
、
第
一
種
電

気
工
事
士
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
今
後
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
。

　

電
気
工
事
業
厚
生
年
金
基
金

は
、
厚
生
年
金
適
用
者
を
対
象

に
全
国　

地
区
で
運
営
し
て
い

12

る
が
、
現
在
加
入
員
8
7
、
2

6
2
名
、
同
年
金
総
資
産
額
2
、

6
0
4
億
円
に
達
し
た
。

　

ま
た
全
日
本
電
気
工
事
業
国

民
年
金
基
金
は
、
全
国
各
工
組

の
協
力
及
び
所
属
組
合
員
の
理

解
に
よ
る
加
入
促
進
の
結
果
、

加
入
申
込
者
総
数
は
所
期
の
目

標
で
あ
る
1
0
、
0
0
0
名
に

あ
と
一
息
の
9
、
6
0
0
名
、

同
年
金
総
資
産
額
は　

億
円
と

86

な
っ
た
。

　

全
中
国
電
気
工
事
組
合
連
合

会
（
大
藤
茂
樹
会
長
）
は
9
月

8
日
、「
中
国
地
区
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え
る
会
」
設
立
総
会

を
開
催
し
た
。

  
「
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え

る
会
」
は
平
成
4
年
に
関
西
地

区
で
発
足
し
、
同
8
年
の
全
日

電
工
連
第　

回
全
国
大
会
に
お

13

い
て
同
会
の
設
立
方
針
が
決
議

さ
れ
て
以
来
、
翌
9
年
に
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
、
翌　

年
に
北
海
道

10

ブ
ロ
ッ
ク
、
翌　

年
に
中
部
、

11

九
州
、
関
東
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
設

立
さ
れ
て
い
る
。

　

光
訓
練
・
講
習
は
、
平
成
7

年
度
の
第
1
回
か
ら
今
年
7
月

現
在
ま
で
に
2
、
5
0
0
名
が

受
講
し
た
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
住
宅

先
行
配
線
実
技
講
習
は
、
住
宅

情
報
化
推
進
協
議
会
及
び
松
下

電
工
㈱
の
協
力
に
よ
り
全
国
工

組
で
同
講
習
を
実
施
し
、
1
0
、

0
0
0
名
以
上
が
受
講
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
一
昨
年
創
設
さ
れ
た

デ
ジ
タ
ル
第
三
種
工
事
担
任
者

試
験
に
対
応
し
た
準
備
講
習
会

を
開
催
。
こ
れ
ま
で
の
受
講
者

は
約
6
0
0
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

電
気
工
事
業
産
業
雇
用
高
度

化
推
進
事
業
初
年
度
に
行
な
わ

れ
た
全
国
5
万
社
に
の
ぼ
る
組

合
員
へ
の
実
態
調
査
で
は
、
回

収
率
8
6
％
を
超
え
る
実
績
を

残
し
、
組
織
の
結
束
力
の
強
さ

を
示
し
た
。
同
調
査
結
果
は
報

告
書
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
各

関
係
機
関
に
配
付
さ
れ
た
。

　

同
事
業
第
2
年
度
に
お
い
て

は
、
同
事
業
の
柱
と
位
置
付
け

ら
れ
る
研
究
会
の
設
置
及
び
モ

デ
ル
事
業
の
推
進
を
実
施
し
た
。

　

品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
国
際
的
な
標
準
規
格
で
あ
る

Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
0
ｓ
の
認
証
取

得
が
、
電
気
工
事
業
界
で
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

　

昨
年
、
同
規
格
を
取
得
し
た

米
沢
電
気
工
事
㈱
（
石
川
県
）
、

小
澤
電
気
工
事
㈱
（
埼
玉
県
）
、

㈱
明
興
テ
ク
ノ
ス
（
鹿
児
島
県
）

の
各
社
を
は
じ
め
、
続
々
と
取

得
企
業
が
増
加
傾
向
を
見
せ
て

い

　
 

  

電
気
工
事
業
界
の
新
し
い
扉
開
く

10大ニュース

1、新しい業界ビジョンのもと思い切った
　 発想の転換
2、新技術・新分野への果敢な挑戦で事業
　を拡大
3、メンテナンス業務の再認識と需要家の
　立場に立った提案型技術営業の展開

大　会　決　議

1
、一
般
用
電
気

工
作
物
の
調
査

業
務
へ
進
出

2
、第　

回
電
気

17

工
事
業
全
国
大

会
の
成
功

3
、全
日
電
工
連

顧
問
、越
智
伊
平

氏
が
逝
去

4
、
平
成　

年
春
、

12

秋
の
栄
典

5
、第
一
種
電
気

工
事
士
定
期
講

習
順
調
に
進
む

6
、電
気
工
事
業

各
種
年
金
基
金

制
度
の
拡
充

7
、原
子
力
発
電

の
推
進
普
及
活

動
を
促
進

8
、情
報
通
信
関

連
の
技
術
訓
練
、

講
習
会
を
開
催

9
、雇
用
高
度
化

事
業
、実
態
調
査

の
回
収
率　

％
86

　

、高
ま
る
Ｉ
Ｓ

10Ｏ
9
0
0
0
s

取
得
の
意
欲

る
。

広告スペース

広
告
ス
ペ
ー
ス
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建
設
省
関
係

僉
黄
綬
褒
章
僊

▽
安
部
正
男　

東
京
都
電
気
工

事
工
業
組
合
組
合
員
、
東
京
都

電
設
協
会
副
会
長
（
村
山
電
気

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
＝

東
京
都
東
大
和
市
）

▽
加
藤
英
和　

愛
知
県
電
気
工

事
業
工
業
組
合
参
与
、
日
本
電

設
工
業
協
会
理
事
（
中
央
電
気

工
事
株
式
会
社
取
締
役
社
長
＝

愛
知
県
名
古
屋
市
）

　

政
府
は　

月
3
日
付
で
、
平
成　

年
秋
の
叙
勲
、
褒
章
受
賞
者
を
発
表
し
、
全
日
電
工
連
関
係

11

12

で
は
5
氏
が
授
章
し
た
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
関
係
で
は
、
河
野
潤
大
分
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
副
理
事
長
、
供
川
俊

雄
元
京
都
府
電
気
工
事
工
業
組
合
副
理
事
長
、
深
井
學
群
馬
県
電
気
工
事
工
業
組
合
理
事
長
の
3

氏
が
黄
綬
褒
章
を
授
章
。
ま
た
建
設
省
関
係
で
は
安
部
正
男
東
京
都
電
気
工
事
工
業
組
合
組
合
員

（
東
京
都
電
設
協
会
副
会
長
）、
加
藤
英
和
愛
知
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
参
与
（
日
本
電
設
工
業

協
会
理
事
）
の
両
氏
が
同
じ
く
黄
綬
褒
章
を
授
章
し
た
。

　

河
野
潤
、
供
川
俊
雄
、
深
井
學
各
氏
の
褒
章
伝
達
式
は　

月　

日
に
通
産
省
本
館
に
お
い
て
、

11

13

ま
た
安
部
正
男
、
加
藤
英
和
両
氏
の
褒
章
伝
達
式
は　

月　

日
に
建
設
省
本
館
に
お
い
て
行
な
わ

11

14

れ
た
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
関
係

僉
黄
綬
褒
章
僊

▽
河
野
潤　

大
分
県
電
気
工
事

業
工
業
組
合
副
理
事
長
（
杵
築

電
気
工
事
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
＝
大
分
県
東
国
東
郡
）

▽
供
川
俊
雄　

元
京
都
府
電
気

工
事
工
業
組
合
副
理
事
長
（
有

限
会
社
嵐
山
電
気
工
業
所
代
表

取
締
役
＝
京
都
府
右
京
区
）

▽
深
井
學　

群
馬
県
電
気
工
事

工
業
組
合
理
事
長
（
有
限
会
社

両
毛
電
業
社
代
表
取
締
役
＝
群

馬
県
前
橋
市
）

河野　潤氏（大分）

供川　俊雄氏（京都） 深井　學氏（群馬）

伝
達
式
は
通
産
省
本
館
で
行
わ
れ
た

広告スペース
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月　

日
俄
、
特
別
委
員
会

10

13

（
滝
沢
守
委
員
長
）
が
開
か
れ

た
。

　

同
委
員
会
で
は
電
気
事
業
法

改
正
に
伴
う
一
般
用
電
気
工
作

物
調
査
業
務
に
つ
い
て
、
事
務

所
や
車
両
、
測
定
機
器
等
の
手

配
、
調
査
員
の
損
害
保
険
の
手

続
き
、
身
分
証
明
書
や
腕
章
の

作
成
等
、
今
後
の
事
業
展
開
を

中
心
に
審
議
を
行
な
っ
た
。

　

同
調
査
業
務
の
進
捗
状
況
と

し
て
は
、
既
に
全
日
電
工
連
傘

下
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
一
都
七
県
の

電
気
工
事
工
業
組
合
が
今
年
8

月　

日
付
で
国
の
指
定
調
査
機

31
関
と
し
て
指
定
を
受
け
、
同　
10

月
1
日
よ
り
東
京
電
力
㈱
の
受

持
区
域
に
お
け
る
一
般
用
電
気

工
作
物
の
調
査
業
務
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
東
京
電
力
㈱
か
ら

委
託
を
受
け
、
業
務
を
開
始
し

て
い
る
。

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
の
各
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
指
定
調
査
機
関
の

申
請
手
続
き
も
順
調
に
進
ん
で

い
る
。
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
、
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
（
代
表
1
県
）、
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
（
代
表
1
県
）
を
筆

頭
に
、
そ
の
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
も

準
備
が
整
い
次
第
申
請
手
続
き

に
入
る
模
様
だ
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
第

10

2
巡
目
に
入
っ
た
第
一
種
電
気

工
事
士
定
期
講
習
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
ま
で
の
実
施
状
況

12

が
ま
と
ま
っ
た
。　

　

北
陸
電
気
工
事
組
合
連
合
会

は
、　

月
6
日
、
金
沢
市
の
石

11

川
厚
生
年
金
会
館
で
平
成　

年
12

度
の
優
良
組
合
員
表
彰
を
実
施

し
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、

　

ヵ
年
無
事
故
無
災
害
を
達

10成
し
た　

組
合
員
と
、
電
気
温

18

水
器
の
普
及
推
進
に
顕
著
な

成
果
を
あ
げ
た
9
組
合
員
の

計　

組
合
員
。

27

　

同
表
彰
式
に
は
、
北
陸
電
力

㈱
か
ら
柳
澤
取
締
役
営
業
技

術
部
長
ら
を
来
賓
に
迎
え
、
連

合
会
の
役
員
が
出
席
し
て
行

わ
れ
た
。

　

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
小
林

副
会
長
は
、「
年
々
複
雑
化
、

高
度
化
す
る
作
業
環
境
の
中
で

の　

ヵ
年
無
事
故
無
災
害
で
あ

10
り
、
ま
た
、
従
業
員
を
含
め
て

の
偉
業
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
。
今
後
さ
ら
に
継
続

し
て
他
の
組
合
員
を
指
導
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
組
合
は
、
電
気
温
水
器
の
普

及
に
組
織
を
あ
げ
て
協
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
今
後
と
も
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
受
賞
者
の
功
績
を
称
え
、

激
励
し
た
。

　

こ
の
後
、
小
林
副
会
長
か
ら

一
人
々
々
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
、

ま
た
、
柳
澤
北
陸
電
力
㈱
取
締

役
営
業
技
術
部
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て

柳
澤
取
締
役
営
業
技
術
部
長
か

ら
受
賞
者
を
祝
福
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
石
須

秀
則
氏
（
富
山
・
石
須
電
機
商

会
）
が
謝
辞
を
述
べ
終
了
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
組
合
員
は
次

の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【　

ヵ
年
無
事
故
無
災
害
】

10
▽
富
山
県
電
工
組
＝
田
中
電
機

店
、
珂
お
み
で
ん
き
、
長
沢
電

気
工
事
店
、
禍
松
井
電
気
商
会
、

石
須
電
機
商
会
、
珂
ヤ
マ
ハ
ナ

電
機
▽
石
川
県
電
工
組
＝
ア
イ
電
設

珂
、
禍
シ
ー
ド
電
設
、
坂
室
電

機
珂
、
珂
明
和
電
工
、
打
越
電

気
商
会
、
珂
荒
河
電
気
商
会

▽
福
井
県
電
工
組
＝
双
葉
電
気

商
会
、
寺
島
電
工
珂
、
協
和
電

機
工
業
珂
、
小
木
電
機
禍
、
珂

Ｓ
Ｐ
電
機
、
丸
忠
電
気
商
会

【
電
気
温
水
器
普
及
推
進
】

▽
富
山
県
電
工
組
＝
新
生
電
機

珂
、
笹
嶋
工
業
珂
、
珂
小
杉
光

電
社
▽
石
川
県
電

工
組
＝
北
陸

ユ
ー
デ
ン
珂
、

珂
鳴
和
電
気

商
会
、
大
竹

電
機
珂

▽
福
井
県
電

工
組
＝
明
電

設
備
珂
、
松

乃
家
電
機
商

会
、
禍
北
辰

電
気
商
会　

　
　

月　

日
峨
、
平
成　

年
度

10

24

12

第
2
回
電
気
工
事
業
産
業
雇
用

高
度
化
推
進
委
員
会
（
藤
澤
一

公
委
員
長
）
が
開
か
れ
た
。
同

委
員
会
で
は
主
な
議
題
と
し
て
、

労
働
力
有
効
活
用
確
保
モ
デ
ル

事
業
の
全
体
像
及
び　

世
紀
型

21

電
気
工
事
業
活
路
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
討
論
。
同
モ
デ
ル
事
業

の
取
組
み
で
は
、
す
で
に
一
般

用
電
気
工
作
物
の
調
査
業
務
に

参
入
し
て
い
る
関
東
1
都
7
県

に
所
在
の
あ
る
企
業
に
も
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
同
業
務

の
実
施
状
況
を
知
り
た
い
と
い

う
意
見
や
、
同
モ
デ
ル
事
業
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
企
業
に
つ

い
て
も
時
代
を
反
映
し
て
い
る

企
業
の
取
組
み
や
課
題
等
を
聞

い
て
み
た
い
と
の
意
見
が
提
出

さ
れ
た
。

　

提
案
型
営
業
展
開
へ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
先
ず
、
顧
客
情

報
を
分
類
整
理
し
、
カ
ル
テ
化

す
る
案
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
積
極
的
な
提
案
型
営
業
に

つ
な
げ
よ
う
と
い
う
狙
い
だ
。

　

そ
の
他
、
全
日
電
工
連
や
傘

下
の
各
都
道
府
県
工
組
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
活
用
で
き
る

も
の
に
し
た
い
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。　

優良組合員表彰
10 ヵ年無災害と
　　電気温水器普及

北　

陸

特
別
委
員
会

雇
用
高
度
化
委
員
会

各委員会相次ぎ開催

モデル事業への取組みが進む雇用高度化委員会

特別委員会では今後の事業展開を審議

優良組合員へ表彰状が授与された

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 12月 1日(第３種郵便物認可) (4)第 381号
　

苛
電
気
技
術
者
試
験
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成　

年　

月
1
日
蚊

12

10

に
全
国　

試
験
地　

会
場
で
実

11

18

施
さ
れ
た
平
成　

年
度
第
一
種

12

電
気
工
事
士
筆
記
試
験
結
果
を

発
表
し
た
。

　

同
筆
記
試
験
の
受
験
者
数
は

2
5
、
6
1
0
名
（
前
年
度
比

1
、2
1
9
名
減
）
。
そ
の
う
ち

合
格
者
数
は
1
0
、
7
8
3
名

（
同　

名
増
）
で
合
格
率
は　

・

95

42

1
％
（
前
年
度　

・
8
％
）
だ
っ

39

た
。

　

合
格
者
の
内
訳
を
年
齢
別
に

見
る
と
、　

～　

歳
が　

・
3

26

30

27

％
、
次
い
で　

～　

歳
が　

・

21

25

22

8
％
、　

～　

歳
が　

・
4
％

31

39

19

と
な
っ
た
。

　

こ
の
筆
記
試
験
合
格
者
1
0
、

7
8
3
名
に
同
試
験
免
除
者
5
、

9
5
4
名
を
加
え
た
1
6
、
7

3
7
名
が
、　

月　

日
蚊
に
実

12

10

施
さ
れ
る
同
技
能
試
験
を
受
験

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
試
験
結
果

に
つ
い
て
は
合
否
に
関
わ
ら
ず

受
験
者
全
員
に
通
知
す
る
ほ
か
、

同
試
験
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
も
受
験
番
号

を
検
索
で
き
る
。

　

ま
た
、
同
試
験
セ
ン
タ
ー
で

は
同
Ｈ
Ｐ
へ
の
受
験
者
の
ア
ク

セ
ス
増
に
対
応
す
る
た
め
、
臨

時
に
合
否
検
索
用
の
専
用
Ｈ
Ｐ

を
今
年
度
よ
り
開
設
し
た
。

  
同
セ
ン
タ
ー
で
は
合
否
検
索

に
は
、
こ
の
専
用
Ｈ
Ｐ
の
利
用

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

○
試
験
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.s
h
i
k
e
n
.

o
r.jp

○
合
否
検
索
専
用
Ｈ
Ｐ

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.s
h
i
k
e
n
.

o
n
.a
re
n
a.
n
e.jp

電
気
工
事
士
筆
記
試
験
結
果

合
格
率
は　

・
1
％

42

　
　

前
年
度
上
回
る

平成12年度
　　　　　　　　　　　　　　
支部別申込者数・受験者数・合格者数

( 単位：人，％)

(合格率 )合格者(受験率)受験者申込者

支部数
(筆記免除

  者を除く )

(Ｃ / Ｂ )(Ｃ )(Ｂ / Ａ )(Ｂ )(Ａ)

37.0   43490.0 1,174 1,305北海道

38.7 1,07990.4 2,790 3,086東  北

44.4 3,46784.8 7,814 9,210関  東

41.1 1,21189.7 2,946 3,283中  部

38.2   39390.0 1,029 1,143北  陸

46.2 1,82187.2 3,942 4,521関  西

42.9   48690.7 1,134 1,250中  国

42.8   56192.2 1,311 1,422四  国

39.3 1,17389.5 2,984 3,335九  州

32.5   15886.6   486    561沖  縄

42.110,78388.025,61029,116全国計

(備考：率は，小数点以下第 2 位を四捨五入 )

技能試験は
12月 10 日 (日 )
全国の会場で

平
成

　

年
度

12

平成12年度第一種電気工事士
　　　筆記試験（年齢別合格者数）

第一種電気工事士筆記試験

同筆記試験(年齢別合格者数)構成比

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 12月 1日第381号 (第３種郵便物認可)(5)
　

苛
電
気
技
術
者
試
験
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成　

年
度
第
一
種
及

12

び
第
二
種
電
気
主
任
技
術
者
試

験
一
次
試
験
結
果
を
発
表
し
た
。

　

平
成　

年
8
月　

日
臥
に
全

12

26

国　

試
験
地
で
一
斉
に
実
施
さ

10
れ
た
第
一
種
一
次
試
験
の
受
験

者
数
は
1
、
2
8
5
名
（
前
年

度
比　

名
増
）。
そ
れ
に
対
す
る

24

一
次
試
験
合
格
者
（
免
除
科
目

を
含
め
た
全
科
目
合
格
者
）
は

3
9
8
名
（
同
比　

名
増
）
で

63

合
格
率
は　

・
0
％
（
前
年
度

31

　

・
6
％
）
だ
っ
た
。

26
　

第
二
種
一
次
試
験
の
受
験
者

数
は
6
、
3
3
9
名
（
前
年
度

比
3
2
9
名
増
）
。そ
れ
に
対
す

る
一
次
試
験
合
格
者
（
免
除
科

目
を
含
め
た
全
科
目
合
格
者
）

は
1
、
8
3
7
名
（
同
比
1
8

9
名
減
）
で
合
格
率
は　

・
0

29

％
（
前
年
度　

・
7
％
）
だ
っ

33

た
。

　

ま
た
同
時
に
、
同
試
験
セ
ン

タ
ー
は
平
成　

年
8
月　

日
蚊
、

12

27

全
国　

試
験
地　

会
場
で
実
施

12

32

さ
れ
た
第
三
種
電
気
主
任
技
術

者
試
験
の
試
験
結
果
を
発
表
し

た
。

　

第
三
種
の
受
験
者
数
は
5
5
、

7
6
7
名
（
前
年
度
比
3
、
4

0
9
名
増
）
。
そ
れ
に
対
す
る
試

験
合
格
者
（
免
除
科
目
を
含
め

た
全
科
目
合
格
者
）
は
6
、
7

0
3
名
（
同
比
1
8
9
名
減
）

で
合
格
率
は　

・
0
％
（
前
年

12

度　

・
9
％
）
だ
っ
た
。

11

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
試
験
結
果

に
つ
い
て
は
合
否
に
関
わ
ら
ず

受
験
者
全
員
に
通
知
す
る
ほ
か
、

同
試
験
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
も
受
験
番
号

で
検
索
で
き
る
。

　

ま
た
、
同
試
験
セ
ン
タ
ー
で

は
同
Ｈ
Ｐ
へ
の
受
験
者
の
ア
ク

セ
ス
増
に
対
応
す
る
た
め
、
臨

時
に
合
否
検
索
用
の
専
用
Ｈ
Ｐ

を
今
年
度
よ
り
開
設
し
た
。

  
同
セ
ン
タ
ー
で
は
合
否
検
索

に
は
、
こ
の
専
用
Ｈ
Ｐ
の
利
用

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

合
格
者
は　

名
398

電
気
主
任
技
術
者
試
験
一
次
試
験
結
果

（単位：人，％）

科目合格率科目合格率合格者数受験率受験者数一次試験

試験地支部数 合格者数申込者数

(Ｄ / Ｂ)(Ｄ )(Ｃ / Ｂ)(Ｃ)(Ｂ / Ａ )(Ｂ )(Ａ )

52.12527.11396.04850札幌市北海道

43.53026.11892.06975仙台市東　北

45.422032.015591.0485533東京都関　東

38.36730.95492.6175189名古屋市中　部

47.33532.42488.17484富山市北　陸

42.19036.07794.7214226大阪府関　西

44.63324.31888.17484広島市中　国

56.92929.41592.75155高松市四　国

45.64125.62384.990106福岡市九　州

40.0220.0183.356那覇市沖　縄

44.557231.039891.31,2851,408全　　　国

( 注 )1．率は，小数点以下第 2 位を四捨五入

       2．受験者数は，1 科目でも出席した者の合計

（単位：人，％）

科目合格率科目合格率合格者数受験率受験者数一次試験

試験地支部数 合格者数申込者数

(Ｄ / Ｂ)(Ｄ )(Ｃ / Ｂ)(Ｃ)(Ｂ / Ａ )(Ｂ )(Ａ )

44.411929.17891.5268293札幌市北海道

50.021322.39589.5426476仙台市東　北

45.31,04331.873288.92,3032,592東京都関　東

45.949325.627589.11,0741,206名古屋市中　部

50.014925.57690.9298328富山市北　陸

45.639529.825888.4866980大阪府関　西

47.613631.18992.3286310広島市中　国

45.310533.67889.2232260高松市四　国

46.825926.614787.2553634福岡市九　州

42.41427.3980.53341那覇市沖　縄

46.22,92629.01,83789.06,3397,120全　　　国

( 注 )1．率は，小数点以下第 2 位を四捨五入

       2．受験者数は，1 科目でも出席した者の合計

平成 12 年度第一種電気主任技術者試験一次試験支部別　申込者数・受験者数・合格者数・科目別合格者

第一種
電気主任技術者

○試験センターＨＰ
    http://www.shiken.or.jp
○合否検索専用ＨＰ
    http://www.shiken.on.
                        arena.ne.jp

平
成

　

年
度

12

平成 12 年度第二種電気主任技術者試験一次試験支部別　申込者数・受験者数・合格者数・科目別合格者

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 12月 1日(第３種郵便物認可) (6)第 381号

５
％
に
よ
る
ん
で
す
ね
。
電
力

が
だ
い
た
い　

％
で
す
か
ら
、

40

電
力
も
掛
け
る
と
２
％
に
な
る

わ
け
で
す
が
、
じ
ゃ
、
そ
の
電

力
を
５
％
と
し
た
ら
、
ど
う
い

う
数
値
に
な
る
か
。

　

日
本
に
戸
建
て
の
住
宅
が
、 

2
、
5
0
0
万
戸
あ
る
と
。
今

だ
い
た
い
戸
建
て
の
住
宅
が
、

年
間　

万
戸
建
て
ら
れ
る
。
こ

90

の
う
ち
の
半
分
ぐ
ら
い
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
毎
年
付
け
る
と
、

だ
い
た
い　

万
戸
で
す
。

45

　

と
こ
ろ
が
、
戸
建
て
の
住
宅

に
半
分
と
い
う
の
は
、
無
理
な

ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
学
校

と
か
、
銀
行
と
か
、
そ
の
他
の

公
共
施
設
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な

会
社
の
屋
根
と
か
に
付
け
る
と

し
ま
し
て
、
戸
建
て
の
住
宅
の

約
半
分
に
相
当
す
る
パ
ネ
ル
を

付
け
た
と
し
ま
す
と
、
現
在

使
っ
て
い
る
電
力
の
５
％
に
な

る
ん
で
す
。

　

こ
れ
は
、
相
当
の
お
カ
ネ
を

か
け
て
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、

と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
や
っ
た

と
こ
ろ
で
ね
、
現
在
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
２
％
な
ん
で
す
。

　

年
後
で
す
よ
。
電
力
の
だ
い

30

た
い
、
お
そ
ら
く
今
の 
1
・
4

倍
と
か
に
増
え
る
と
思
う
ん
で

す
ね
。
年
率 
1
・
5
％
か
ら
２

％
に
増
え
る
と
。
そ
う
し
ま
す

と
、
電
力
の
せ
い
ぜ
い
３
、
４

％
な
ん
で
す
ね
。
総
エ
ネ
ル
ギ

ー
の 
1
・
7
～
8 
％
な
ん
で
す
。

風
力
は
、
そ
の
半
分
で
す
。

　

で
す
か
ら
、「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、　

年
後
に
期
待
し
ま

30

す
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
無

理
な
ん
で
す
よ
。
ま
し
て
や
、

お
天
気
ま
か
せ
、
風
ま
か
せ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
火
力
や
原
子

力
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ
と
は

で
き
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は
、

太
陽
光
発
電
を
や
っ
て
も
、
そ

の
設
備
の
発
電
容
量
と
ほ
ぼ
同

じ
ぐ
ら
い
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

設
備
が
要
る
わ
け
で
す
。

　

そ
う
い
う
も
の
を
、
国
民
経

済
の
上
か
ら
、
と
ん
で
も
な
い

も
の
を
押
し
つ
け
て
い
い
も
の

か
と
い
う
議
論
を
、
も
っ
と
す

べ
き
な
ん
で
す
ね
。
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
限
界
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
限
界
を
、
や
は
り
、

き
ち
ん
と
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
ん
で
す
。

バランス良く、かつ現実的な電力供給を

講演する熊田俊明北大教授

（
前
号
よ
り
続
く
）

　

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら　

年
10

後
に
、
日
本
は
、
少
な
く
と
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
減
る
は
ず

は
な
い
。
必
ず
増
え
る
ん
で
す
。

　

そ
う
し
ま
す
と
、
も
ち
ろ
ん

原
子
力
も
一
生
懸
命
や
ろ
う
と

し
て
い
る
ん
で
す
が
、
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り
の
炭
酸

ガ
ス
の
排
出
量
は
減
る
ん
で
す
。

だ
け
ど
、
炭
酸
ガ
ス
に
関
し
て

思
う
の
は
、
電
力
業
界
で
も
、

こ
れ
は
、
大
変
、
残
量
が
増
え

る
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
も
、
電

力
会
社
は
、
供
給
の
義
務
が
あ

る
わ
け
で
す
。
非
常
に
大
き
な

発
電
所
を
つ
く
り
た
い
。
原
子

力
発
電
所
か
何
か
つ
く
れ
な
け

れ
ば
、
火
力
以
外
に
な
い
わ
け

で
す
。

　

し
か
も
今
、
不
景
気
の
た
め

に
、
５
％
前
後
の
失
業
の
方
が
、

大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
と
い
う

の
も
、
政
府
と
し
て
当
然
の
義

務
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
景

気
浮
揚
も
必
要
で
す
わ
。
そ
れ

を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

つ
ま
り
、
今
、
日
本
政
府
が

や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一
方
で

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
何
と
か

炭
酸
ガ
ス
を
減
ら
そ
う
。
一
方

で
は
、
経
済
を
浮
揚
さ
せ
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
、
炭
酸
ガ
ス
を
増
や
す
方

向
に
、
一
生
懸
命
努
力
を
し
て

い
る
と
い
う
、
矛
盾
し
た
関
係

に
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

つ
ま
り
、
今
の
よ
う
な
経
済

構
造
で
あ
れ
ば
、
当
然
そ
う
な

る
。
こ
れ
は
、
決
し
て
良
い
悪

い
と
い
う
問
題
で
は
な
く
て
で

す
ね
。
政
府
と
し
て
は
、
当
然

の
こ
と
な
ん
で
す
が
、
今
申
し

上
げ
た
よ
う
に
、
2
0
1
0
年

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
２
年
の
間
に

は
、
少
な
く
と
も
炭
酸
ガ
ス
、

日
本
の
温
暖
化
効
果
ガ
ス
の　
96

％
は
炭
酸
ガ
ス
な
ん
で
す
が
、

こ
れ
は
少
な
く
見
積
も
っ
て
も

　

％
ぐ
ら
い
増
え
る
ん
で
す
ね
。

20

　
　

年
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
４
分

90
の
１
ぐ
ら
い
増
え
て
し
ま
う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
い
ろ
い
ろ

な
国
が
あ
り
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
か
、
チ
ェ
コ
だ
と
か
、
非

常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
悪
い

国
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ

こ
の
対
策
は
ど
う
な
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事

情
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
少
な
く

と
も
、
日
本
や
、
ア
メ
リ
カ
よ

り
は
、
は
る
か
に
事
情
は
い
い

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
い
え
ど
も
、
達
成
は
難
し

い
ん
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
地
球
の
温
暖
化

防
止
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く

の
偽
り
で
し
て
、
地
球
の
温
暖

化
が
進
む
の
を
、
何
と
か
少
し

で
も
抑
制
し
よ
う
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
。

　

そ
の
対
策
は
何
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
も
う
決
ま
り
き
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
、

同
じ
性
能
を
持
つ
機
器
を
、
少

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
電
力
な
ら

電
力
で
ま
か
な
う
と
い
う
こ
と

が
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　

石
油
危
機
の
あ
と
、
日
本
政

府
が
ず
う
っ
と　

年
間
、
省
エ

27

ネ
ル
ギ
ー
に
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
も
ち
ろ
ん
効

果
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
け
れ

ど
も
、
現
実
に
は
、
電
力
消
費

は
、 

1
・
3
倍
に
も
、 

1
・

5
倍
に
も
増
え
て
い
る
ん
で
す

ね
。

　

じ
ゃ
、
家
電
製
品
が
、
ど
の

ぐ
ら
い
省
エ
ネ
し
た
か
と
い
う

と
、
こ
れ
は
難
し
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
冷
蔵
庫
な
ん
か
は
、

覚
で
何
か
を
や
ろ
う
と
し
ま
す

と
、
ま
あ
ま
あ
、
目
標
を
達
成

す
る
人
が
非
常
に
う
ま
く
い
く

場
合
で
、
３
割
だ
そ
う
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
通
産
省
な
ん
か
、

冷
房
の
温
度
が　

度
、
暖
房
が

28

　

度
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど

18も
、
そ
ん
な
こ
と
を
口
で
言
っ

た
だ
け
で
は
、
ほ
と
ん
ど
実
現

さ
れ
な
い
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、　

％
20

省
エ
ネ
せ
よ
と
い
う
の
は
、

ま
っ
た
く
無
謀
な
話
な
ん
で
す

ね
。
で
す
か
ら
、
省
エ
ネ
は
、

も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
効
果
を
過
大
に
見
積
も
っ

て
は
い
け
な
い
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
電
機
器
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
自
動
車
も
そ
う

で
す
し
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
で
す
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
効
率
が
７

割
に
な
る
と
言
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
も
場
合
に
よ
り
け
り

な
ん
で
す
。
そ
ん
な
に
普
及
し

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
燃
料
電
池
の
こ

と
を
、
最
近
、
非
常
に
過
大
に

見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
ま

す
と
、
た
と
え
ば
、
自
動
車
に

燃
料
電
池
が
い
つ
ご
ろ
普
及
す

る
か
と
い
う
と
、
2
0
3
0
年

で
５
％
は
燃
料
電
池
の
自
動
車

に
な
る
だ
ろ
う
と
。
上
限
は　
15

％
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
先
の
話
な

ん
で
す
ね
。

　

今
ま
だ
、
コ
ス
ト
が
２
ケ
タ

違
う
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
触
媒

に
白
金
を
使
う
と
か
、
非
常
に

高
価
な
も
の
を
使
う
の
で
す
。

こ
れ
を
ど
ん
ど
ん
下
げ
て
い
っ

て
の
話
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
も

過
大
に
期
待
し
て
は
い
け
な
い

ん
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
過
大
に
期
待
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
計
画
を
立
て
る
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
わ
け
で
す
。

　

じ
ゃ
、
何
が
あ
る
ん
だ
と

い
っ
て
、
す
ぐ
出
て
く
る
の
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
ね
。

も
う
、
こ
れ
も
、
北
海
道
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
す
と
、
３

年
ぐ
ら
い
前
に
と
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

「
こ
れ
か
ら　

年
後
の
エ
ネ
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ル
ギ
ー
を
、
何
に
期
待
し
ま
す

か
」
と
い
う
と
、
７
割
か
ら
８

割
の
方
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
と
。「
風
力
と
、
太
陽
光
だ
」
と
、

こ
う
答
え
ま
す
。「
原
子
力
」
な

ん
て
答
え
る
人
は
５
％
も
い
な

い
。

　

じ
ゃ
、
こ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
ど
う
い
う
状
況
か
。

日
本
で
ど
の
く
ら
い
使
え
る
か

と
い
う
と
、
太
陽
光
発
電
で
、

現
在
使
っ
て
い
る
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
２
％
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。

風
力
は
１
％
な
ん
で
す
。
２
％

の
根
拠
は
、
現
在
の
発
電
量
の

電
力
消
費
が
３
分
の
１
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
使
い
方

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
か
ら
ね
、

３
分
の
１
は
無
理
に
し
て
も
、

平
均
で
お
そ
ら
く
３
割
か
４
割
、

家
電
製
品
の
電
気
消
費
量
が

減
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
同
じ

機
能
、
同
じ
性
能
の
も
の
、
同

じ
大
き
さ
の
も
の
で
あ
れ
ば
で

す
よ
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
と
ん
ど

効
果
が
な
い
ぐ
ら
い
、
ど
ん
ど

ん
電
力
需
要
が
増
え
て
い
る
わ

け
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
い
ま
し
て
も
、

そ
う
簡
単
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。

　

た
と
え
ば
、
あ
る
電
力
使
用

量
を
超
え
た
ら
、
と
ん
で
も
な

い
値
段
に
す
る
と
い
う
価
格
政

策
を
や
る
と
か
、
あ
る
い
は
法

律
的
な
罰
則
を
設
け
る
と
い
う

こ
と
で
な
い
と
、
皆
さ
ん
の
自
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じ
ゃ
、
ど
う
す
る
ん
だ
。
原

子
力
か
。
結
局
、
原
子
力
に
な

る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
原
子

力
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最

近
よ
く
言
わ
れ
る
の
は
、
ほ
と

ん
ど
の
先
進
国
が
、
原
子
力
か

ら
手
を
引
こ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
、
日
本
だ
け
が
、
こ

ん
な
に
熱
心
に
や
る
の
か
。

　

原
子
力
発
電
所
は
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
や
、
ス
リ
ー

マ
イ
ル
の
事
故
を
考
え
た
ら
、

危
険
じ
ゃ
な
い
か
。
日
本
だ
っ

て
、
故
障
や
、
事
故
が
起
き
て

い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
原
子
炉
で

使
わ
れ
る
使
用
済
み
燃
料
を
処

理
し
ま
す
と
、
非
常
に
放
射
線

の
強
い
廃
棄
物
が
出
て
く
る
。

放
射
線
が
強
い
と
い
う
意
味
で

「
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
」
と
言
っ

て
い
る
。
こ
れ
の
処
分
地
も
決

ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
ど
う
い

う
方
法
で
処
分
す

る
か
も
決
ま
っ
て

い
な
い
じ
ゃ
な
い

か
。

　

あ
る
い
は
、
ア

ジ
ア
の
国
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、

原
子
力
の
平
和
利

用
を
広
め
ま
す
と
、

核
拡
散
に
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
が
主

な
意
見
な
ん
で
す
。

　

世
界
の
先
進
国

が
原
子
力
か
ら
撤

退
し
て
い
る
と
い

う
問
題
で
す
け
れ

ど
も
、
こ
れ
は
、

今
年
、
ド
イ
ツ
が
、

　

年
原
子
炉
を

32

使
っ
た
ら
、
多
少
複
雑
な
問
題

は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や

め
る
と
い
う
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
2
0
1

0
年
に
や
め
る
つ
も
り
だ
と
世

間
で
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、

2
0
1
0
年
に
や
め
る
と
い
う

の
は
、　

年
使
う
と
い
う
意
味

25

な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
順
次

や
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な

る
ん
で
す
。

　

現
在
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

ど
う
い
う
状
況
か
。
パ
ー
シ
ェ

ベ
ッ
ト
と
い
う
と
こ
ろ
の
発
電

所
を
、
昨
年　

月
に
１
基
止
め

11

ま
し
た
。
こ
れ
は
確
か
泊
の
発

電
所
の
大
き
さ
だ
と
思
う
ん
で

す
。
こ
れ
は
、
な
ぜ
止
め
た
か
。

古
い
か
ら
止
め
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
。
実
は
、
こ
れ
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

か
ら
二
十
数
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に

あ
る
ん
で
す
ね
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
チ
ェ
ル
ノ会場はたくさんの聴衆で埋まった

安
全
確
保
の
た
め
に
何
重
も
の

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ッ
ク
が
設
け
ら
れ
て
い
る

め
る
と
い
う
話
は
、
も
う
反
故

に
し
ま
す
よ
と
。

　

私
は
、
昨
年
、
た
ま
た
ま
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
行
き
ま
し
て
、

向
こ
う
の
お
役
人
の
方
と
話
を

し
ま
し
て
ね
、
じ
ゃ
、
あ
な
た

の
国
で
国
民
投
票
を
も
う
一
回

や
っ
た
ら
ど
う
だ
と
言
い
ま
し

た
ら
、
あ
れ
は
、
大
失
敗
だ
っ

た
と
。
こ
う
い
う
問
題
で
国
民

投
票
を
や
る
こ
と
は
馬
鹿
げ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
が
十
分
わ

か
っ
た
ん
だ
と
。
今
後
は
、
行

政
と
し
て
ど
う
す
る
か
を
決
め

て
い
く
。
政
府
が
決
め
て
い
く
。

こ
う
い
う
返
事
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。

　

で
、
2
0
1
0
年
ま
で
は
、

少
な
く
と
も
残
り
の　

基
は
止

10

め
ま
せ
ん
と
、
こ
う
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
て
ね
、
日
本

で
巷
間
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

話
と
、
ず
い
ぶ
ん
違
う
ん
で
す
。

ま
っ
た
く
違
う
と
い
っ
て
い
い

ぐ
ら
い
違
う
ん
で
す
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
は
、
や
め
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
ど
う
か
。　

20

年
も
原
子
力
発
電
所
を
つ
く
っ

て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
実

は
、
ア
メ
リ
カ
は
、　

年
た
っ

40

た
原
子
炉
の
う
ち
の
３
分
の
１

は
、　

年
に
延
ば
す
と
い
う
計

60

画
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

現
在
、
す
で
に
５
基
を
、
Ｎ

Ｒ
Ｃ
か
ら
認
可
を
得
て
い
ま
す

と
。
８
基
を
申
請
中
で
す
と
。

全
部
で　

基
の
発
電
所
は
、　

35

60

年
間
使
う
計
画
で
い
ま
す
と
。

残
り
は
、
小
型
の
原
子
炉
で

あ
っ
た
り
、
性
能
が
悪
か
っ
た

り
す
る
、
安
全
上
問
題
が
あ
っ

た
り
し
て
、
こ
れ
は　

年
に
延

60

ば
す
こ
と
は
な
く
て
、　

年
し

40

か
使
い
ま
せ
ん
と
。
そ
う
い
う

事
情
が
あ
る
ん
で
す
。

　

じ
ゃ
、
な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
は

建
設
し
な
い
か
と
い
う
と
、
ス

リ
ー
マ
イ
ル
の
事
故
が
起
き
た

と
き
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
発
電

所
建
設
に
あ
た
っ
て
、
非
常
に

き
び
し
い
条
件
を
付
け
た
ん
で

す
。
ま
あ
、
お
カ
ネ
が
非
常
に

か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
ね
。

　

じ
ゃ
、
そ
の
ほ
か
の
国
は
ど

う
か
。
ロ
シ
ア
、中
国
、韓
国
、
台

湾
、
ア
ジ
ア
の
国
々
・
・
ほ
と

ん
ど
の
国
々
は
、
原
子
力
を
つ

く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ

ン
ス
も
、
日
本
も
、
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
原
子

力
発
電
所
は
、
毎
年
増
え
て
い

る
ん
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
先
進
国
は
、
確

か
に
撤
退
す
る
国
も
あ
る
し
、

ブ
イ
リ
の
事
故
が
起
き
た
の
で
、

そ
れ
ま
で
の
原
子
力
利
用
の
計

画
を
、
イ
タ
リ
ア
と
一
緒
に
や

め
た
ん
で
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
る
と
、

と
て
も
た
ま
ら
な
い
。
デ
ン
マ

ー
ク
は
、
風
力
に
力
を
入
れ
て

い
る
ん
で
す
。
し
か
し
、
自
分

は
や
め
て
も
、
二
十
数
キ
ロ
の

と
こ
ろ
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

原
子
炉
が
２
基
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
こ
れ
は
当
然
、
や
い
の

か
い
の
と
文
句
を
言
う
は
ず
で

す
ね
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
や

む
を
得
ず
、
去
年
１
基
や
め
ま

し
た
。

　

来
年
、
そ
の
パ
ー
シ
ェ
ベ
ッ

ト
の
発
電
所
で
、
も
う
１
基
を

や
め
る
約
束
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
今
度
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
国
内
か
ら
、
や
め
る
こ
と
に

つ
い
て
の
反
対
が
盛
り
上
が
っ

て
、
今
の
と
こ
ろ
、
は
っ
き
り

し
な
い
と
。
2
0
1
0
年
に
や

か
ら 
7
、
0
0
0
炉
年
の
間
、

非
常
に
成
績
が
よ
く
な
り
、
ア

メ
リ
カ
で
も
故
障
率
が
３
分
の

１
に
下
が
っ
て
い
る
。
日
本
は
、

３
年
に
１
回
ぐ
ら
い
。
ア
メ
リ

カ
は
、
そ
れ
で
も
年
に
２
～
３

回
は
起
き
る
。
日
本
の　

倍
ぐ

10

ら
い
起
き
て
い
る
ん
で
す
。

　

日
本
は
ど
う
か
。
日
本
だ
け

で
、 

1
、
0
0
0
炉
年
ぐ
ら
い

の
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
１
段

階
で
、
必
ず
ど
の
事
故
も
、
そ

の
場
で
止
ま
っ
て
い
る
。
美
浜

の
蒸
気
発
生
器
の
事
故
は
、
日

本
で
最
大
の
事
故
で
す
。
細
い

パ
イ
プ
が
一
本
、
ポ
ー
ン
と
切

れ
た
だ
け
な
ん
で
す
。
こ
れ
が

日
本
で
最
も
重
大
な
事
故
で
す
。

　

こ
の
事
故
か
ら
ス
リ
ー
マ
イ

ル
の
事
故
に
至
る
に
は
、
と
ん

で
も
な
い
先
の
話
な
ん
で
す
ね
。

と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
。

ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
と
ん
で

も
な
い
こ
と
が
、
２
段
階
起
き

る
な
ん
て
い
う
こ
と
は
、
あ
り

得
な
い
ん
で
す
ね
。

　

飛
行
機
や
、
汽
車
で
す
と
、

だ
い
た
い
２
段
階
・
・
信
号
無

視
、
自
動
停
止
装
置
を
切
っ
て

い
た
ら
、
こ
れ
は
事
故
は
完
全

に
起
き
ま
す
。
原
子
炉
は
、
そ

ん
な
ふ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
な

い
ん
で
す
。
危
険
な
だ
け
に
、

何
重
に
も
や
っ
て
い
る
。
で
す

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
行
程
で
、

と
ん
で
も
な
い
ミ
ス
を
重
ね
な

い
限
り
、
起
き
な
い
ん
で
す
ね
。

　

で
、 

7
、
0
0
0
炉
年
間
、

そ
れ
以
来
起
き
て
い
な
い
。
日

本
は
、
そ
の
中
で
も
特
別
安
全

性
の
高
い
国
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
と
ね
、
心
配
す
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
言

わ
れ
る
ん
で
す
。

　

残
る
問
題
は
、
も
う
時
間
が

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
廃
棄
物
の

問
題
で
す
が
、「
ト
イ
レ
の
な
い

マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
ふ
う
に

言
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
、

つ
く
ら
な
い
国
も
あ
る
け
れ
ど

も
、
世
界
全
体
と
し
て
見
た
場

合
は
、
急
速
に
は
増
え
な
い
ま

で
も
、
徐
々
に
増
え
る
の
が
原

子
力
発
電
所
な
ん
で
す
ね
。

　

世
界
の
事
故
を
調
べ
て
み
ま

す
と
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
の
事
故

以
来
・
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は

別
で
す
ね
、
実
は
ほ
と
ん
ど
重

大
な
事
故
は
聞
か
な
い
ん
で
す
。

つ
ま
り
、
６
段
階
で
あ
の
事
故

に
な
っ
た
。
事
故
の
形
態
に

よ
っ
て
は
、
４
段
階
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、
２
段
階

へ
行
く
よ
り
、
そ
れ
以
外
に
、

世
界
で
ほ
と
ん
ど
起
き
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、「
わ
あ
、
ア
メ
リ

カ
で
、
あ
ん
な
こ
と
が
起
き
た
」

と
い
う
こ
と
は
な
い
ん
で
す
ね
。

　

で
す
か
ら
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル

と
ん
で
も
な
い
非
難
だ
と
。

　

原
子
力
は
で
す
ね
、　

年
、

30

　

年
後
に
埋
め
る
も
の
を
、
今

50か
ら
研
究
し
て
、
そ
し
て
、
そ

の
研
究
の
結
果
は
、
十
分
に
安

全
に
埋
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

を
、
世
界
各
国
が
結
論
を
出
し

て
い
る
ん
で
す
。
問
題
は
、
地

域
の
方
々
が
、
そ
れ
を
理
解
し

て
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、

埋
め
ま
す
よ
と
い
う
了
解
を
得

る
こ
と
が
問
題
な
ん
で
す
。
技

術
の
問
題
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

　

で
す
か
ら
、
過
去
に
お
い
て
、

こ
ん
な
に
前
も
っ
て
早
め
早
め

に
対
策
を
考
え
た
、
そ
う
い
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
い
う
の
は
、

な
い
ん
で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た

よ
う
に
、
大
気
汚
染
と
い
う
の

は
、
ま
っ
た
く
炭
酸
ガ
ス
の
問

題
が
起
き
て
か
ら
、
対
策
を
し

て
い
る
わ
け
で
す
ね
。「
ト
イ
レ

の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
」
な
ん
て
、

と
ん
で
も
な
い
言
い
が
か
り
な

わ
け
で
す
ね
。

　

時
間
も
ま
い
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
私
、

原
子
力
が
専
攻
な
も
の
で
す
か

ら
、
客
観
的
に
、
あ
る
い
は
公

平
に
話
を
し
て
い
る
つ
も
り
で

す
が
、
ま
あ
、
ど
う
し
て
も
、

原
子
力
に
な
り
ま
す
と
力
が

入
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
一
つ
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子

力
と
い
う
も
の
を
、
冷
静
に
客

観
的
に
評
価
し
て
、
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
想
と
い
う
も

の
を
、
議
論
の
も
と
に
決
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
で
す
ね
、
1
9
9
2

年
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
、
地
球
サ
ミ
ッ

ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
て
、
こ
れ

は
最
も
世
界
的
な
規
模
で
行
な

わ
れ
た
大
き
な
会
議
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
こ
の
と
き
に
、
地
球

憲
章
と
い
う
も
の
を
決
め
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
膨
大
な
資
料
な

ん
で
す
が
、
そ
の
基
本
的
な
理

念
を
ち
ょ
っ
と
紹
介
し
て
、
話

を
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
非
常
に
短
い
こ
と

ば
で
、
私
は
書
き
直
し
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
日
の
世

代
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
つ
な

ぐ
わ
ず
か
な
期
間
、
こ
の
地
球

を
借
り
て
い
る
ん
だ
と
。
未
来

の
世
代
に
健
全
な
ま
ま
の
地
球

を
引
き
継
ぐ
義
務
を
負
っ
て
い

る
と
。
こ
れ
が
、
地
球
の
環
境

問
題
に
取
り
組
む
基
本
的
な
考

え
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ

う
に
、
こ
の
精
神
で
経
済
発
展

を
す
る
と
す
れ
ば
、
持
続
可
能

な
成
長
と
か
、
持
続
可
能
な
開

発
に
な
る
わ
け
で
す
。
ぜ
ひ
、

冷
静
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、
持
続
可
能
な
世
界
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

長
い
時
間
、
ご
静
聴
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍

手
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
原
子
力

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

世
界
全
体
で
は
徐
々
に

　
　

増
え
つ
つ
あ
る
原
発

日
本
の
原
発
は
世
界
で

　
　

特
別
安
全
性
が
高
い

Ж
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ЖЖЖЖЖ
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）
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佐
賀
県
電
気
工
事
業
工
業
組

合
（
古
賀
成
敏
理
事
長
）
は　
11

月
8
日
、
電
気
使
用
安
全
月
間

の
一
環
と
し
て
、
第
9
回
佐
賀

県
電
気
工
事
業
安
全
大
会
を
県

内
業
者
4
7
0
名
と
来
賓
参
加

の
も
と
、
佐
賀
市
兵
庫
町
の
メ

ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
で
開
催
し
、

工
事
の
安
全
と
無
事
故
を
誓
い

決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

理
事
長
は
「
ひ
と
つ
し
か
な

い
命
を
大
事
に
」
又
「
事
故
の

無
い　

世
紀
に
し
よ
う
」
と
挨

21

拶
し
、
佐
賀
労
働
局
労
働
基
準

部
長
森
岡
績
宏
九
州
電
力
佐
賀

支
局
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
組
合
員
の
体
験
談
に

基
づ
く
意
見
発
表
が
香
月
信
夫

（
シ
グ
マ
社
長
）
、
掛
橋
康
広

（
掛
橋
電
設
社
長
）
両
氏
に
お

い
て
行
わ
れ
、
記
念
講
演
と
し

て
藤
松
忠
夫
氏
に
よ
る
「
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
企
業
人
の
安

全
・
健
康
管
理
」
に
つ
い
て
講

話
さ
れ
感
銘
す
る
所
多
大
で

あ
っ
た
。

　

次
い
で
青
年
部
会
長
の
発
声

で
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
4
本
を
唱

和
し
、
閉
会
の
こ
と
ば
で
同
大

会
を
終
了
し
た
。

平成 12 年 9月分新設住宅着工戸数：利用関係別・都道府県別表 ( 単位：戸、％)

分譲貸家持家 総数

対前年
戸数

対前年
戸数

対前年
戸数

対前年
戸数

同月比同月比同月比同月比

0.429,055▲ 9.737,2531.638,197▲ 3.1105,613合　計

▲ 15.5485▲ 14.41,8363.41,837▲ 6.44,360北海道

17.081911.22,6591.43,4317.87,035東北

11.515,7686.614,9520.412,7516.143,782関東

▲ 19.1191▲ 23.41,02610.82,058▲ 5.63,284北陸

▲ 11.22,469▲ 20.34,51111.25,655▲ 6.912,689中部

▲ 13.26,204▲ 41.13,957▲ 4.54,798▲ 21.015,096近畿

▲ 25.7773▲ 18.01,8531.42,138▲ 10.94,853中国

23.536819.61,4155.61,39411.33,229四国

2.71,858▲ 5.24,288▲ 0.43,782▲ 2.010,054九州

▲ 40.0120▲ 23.9756▲ 35.9353▲ 29.71,231沖縄

12.515,1489.011,925▲ 1.08,4207.435,675首都圏

▲ 11.22,469▲ 20.34,51111.25,655▲ 6.912,689中部圏

▲ 13.26,204▲ 41.13,957▲ 4.54,798▲ 21.015,096近畿圏

▲ 5.65,234▲ 5.916,8601.719,324▲ 2.142,153その他地域

　

島
根
県
電
気
工
事
工
業
組
合

（
矢
田
蓮
一
郎
理
事
長
）
は　
10

月　

日
、
電
気
工
事
技
能
コ
ン

22
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
組
合
員
各

社
の
電
気
工
事
士　

名
が
参
加

20

し
、
日
頃
培
っ
た
腕
を
競
い

合
っ
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
電
気
の

保
安
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
後

継
者
育
成
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
最
優
秀
賞
と

し
て
島
根
県
知
事
賞
、
優
秀
賞

と
し
て
中
国
電
力
㈱
島
根
支
店

長
賞
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
晴
天
の
下
、
松
江
市

内
の
島
根
職
業
能
力
促
進
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
来
賓
、
家
族
、

組
合
員
や
従
業
員
ら
多
数
見
守

る
な
か
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
盛
り

上
が
り
と
な
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
矢
田
大
会
会

長
は
、

　

「
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
本
年

で　

回
を
数
え
る
歴
史
あ
る
大

36
会
で
あ
り
、
ま
た　

世
紀
末
な

20

ら
び
に
島
根
県
電
工
組
に
と
っ

て
は
創
立　

周
年
と
い
う
大
き

50

な
記
念
す
べ
き
節
目
の
大
会
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
島
根
県
の
電
気
工
事
士
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
安
全
作
業
の
推

進
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

後
継
者
の
育
成
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
で
あ
り
、
電
気
工
事

業
界
全
体
の
信
頼
を
勝
ち
取
る

も
の
で
あ
る
。
」
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
島
根
県
商

工
労
働
部
稲
田
部
長
、
中
国
電

力
㈱
島
根
支
店
取
締
役
北
野
支

店
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
後
、
天
野
審
査
委

員
長
（
中
国
電
力
㈱
島
根
支
店

配
電
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
か

ら
課
題
の
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

電気工事業安全大会

◆
建
築
着
工
統
計
調
査
報
告

　

全
建
築
物
の
着
工
床
面
積
は
、

1
、
6
4
7
万
㎡
で
前
年
同
月

比 
2
・
6
％
減
（
8
月
は
2
・

4
％
増
）
と
5
ヶ
月
振
り
の
減

少
。 

　

公
共
建
築
主
は
1
2
1
万
㎡

（
前
年
同
月
比　

・
3
％
減
）

17

と
3
ヶ
月
連
続
の
減
少
。

　

好
調
だ
っ
た
民
間
建
築
主
の

う
ち
も
民
間
非
居
住
建
築
物
を

使
途
別
に
見
て
み
る
と
、
事
務

所
は　

万
㎡
（
同　

・
3
％
減
）

50

24

で
先
月
の
増
加
か
ら
再
び
減
少
。

店
舗
は　

万
㎡
（
同
3
・
3
％

95

減
）
と　

ヶ
月
振
り
の
減
少
。

12

工
場
は
1
2
0
万
㎡
（
同　

・
31

2
％
増
）
で
9
ヶ
月
連
続
の
増

加
。
倉
庫
は　

万
㎡
（
同
5
・

64

9
％
増
）
と
6
ヶ
月
連
続
の
増

加
。

　

工
場
、
倉
庫
が
増
加
し
た
も

の
の
事
務
所
、
店
舗
が
減
少
と

な
っ
た
た
め
、
全
体
で
は
1
、

5
2
6
万
㎡
（
同
1
・
2
％
減
）

と
6
ヶ
月
振
り
に
減
少
し
た
。

◆
住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告

　

一
方
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
1
0
5
、
6
1
3
戸
。

　

持
家
、
分
譲
住
宅
が
増
加
と

な
っ
た
も
の
の
、
貸
家
が
減
少

と
な
っ
た
た
め
前
年
同
月
比
で

3
・
1
％
減
と
、全
体
で
は
5
ヶ

月
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。 

　

新
設
住
宅
着
工
床
面
積
も
1

0
、
0
8
4
千
㎡
と
同
1
・
2

％
減
で
、
こ
ち
ら
も
7
ヶ
月
連

続
の
減
少
。

　

利
用
関
係
別
に
見
る
と
、
持

家
は
公
庫
融
資
に
よ
る
持
家
が

減
少
し
た
も
の
の
、
民
間
資
金

に
よ
る
持
家
が
引
き
続
き
の
増

加
傾
向
に
あ
り
、
全
体
で
は
3

8
、
1
9
7
戸
（
同
1
・
6
％

増
）
と
8
ヶ
月
振
り
に
微
増
。

　

貸
家
は
3
7
、
2
5
3
戸
で

（
同
9
・
7
％
減
）
と
3
ヶ
月

連
続
減
少
し
た
。

　

依
然
好
調
が
続
い
て
い
る
分

譲
住
宅
は
、
公
庫
融
資
に
よ
る

分
譲
住
宅
が
同　

.
4
％
減
と

11

6
ヶ
月
振
り
の
減
少
と
な
っ
た

が
全
体
で
は
2
9
、
0
5
5
戸

（
同
0
・
4
％
増
）
で
微
増
な

が
ら　

ヶ
月
連
続
の
増
。

15

　

地
域
別
で
は
首
都
圏
が
総
戸

数
3
5
、
6
7
5
戸
（
同
7
・

4
％
増
）
で
、
持
家
8
、
4
2

0
戸
（
同
1
・
0
％
減
）
、
貸
家

1
1
、
9
2
5
戸
（
同
9
・
0

％
増
）
、
分
譲
住
宅
1
5
、
1
4

8
戸
（
同　

・
5
％
増
）

12

　

中
部
圏
は
総
戸
数
1
2
、
6

8
9
戸
（
同
6
・
9
％
減
）、
持

家
5
、
6
5
5
戸
（
同　

・
2

11

％
増
）
、
貸
家
4
、
5
1
1
戸

（
同　

・
3
％
減
）
、
分
譲
住
宅

20

2
、
4
6
9
戸
（
同　

・
2
％

11

減
）
。

　

近
畿
圏
が
総
戸
数
1
5
、
0

9
6
戸
（
同　

・
0
％
減
）、
持

21

家
4
、
7
9
8
戸
（
同
4
・
5

％
減
）
、
貸
家
3
、
9
5
7
戸

（
同　

・
1
％
減
）
、
分
譲
住
宅

41

6
、
2
0
4
戸
（
同　

・
2
％

13

減
）。

　

そ
の
他
地
域
で
は
総
戸
数
4

2
、
1
5
3
戸
（
同
2
・
1
％

減
）
持
家
1
9
、
3
2
4
戸

（
同
1
・
7
％
増
）、
貸
家
1
6
、

8
6
0
戸
（
同
5
・
9
％
減
）
、

分
譲
住
宅
5
、
2
3
4
戸
（
同

5
・
6
％
減
）

　

総
体
的
に
見
て
、
総
戸
数
は

首
都
圏
が
増
加
と
な
っ
た
が
、

中
部
圏
、
近
畿
圏
、
そ
の
他
地

域
は
減
少
と
な
っ
た
。 

　

持
家
は
中
部
圏
、
そ
の
他
地

域
が
増
加
と
な
っ
た
が
、
首
都

圏
、
近
畿
圏
は
減
少
。

　

貸
家
は
首
都
圏
が
増
加
と

な
っ
た
が
、
中
部
圏
、
近
畿
圏
、

そ
の
他
地
域
は
減
少
と
な
っ

た
。 

　

分
譲
住
宅
は
、
首
都
圏
が
増

加
と
な
っ
た
が
、
中
部
圏
、
近

畿
圏
、
そ
の
他
地
域
は
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

第 9 回　＜佐賀県＞

建築・住宅着工統計調査

新設住宅
着工戸数

　

課
題
の
テ
ー
マ
は
島
根
電
気

工
事
工
業
組
合
が
今
年
で
創
立

　

周
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
「　

」

50

50

の
数
字
を
形
に
し
た
も
の
。

　

選
手
は
、
来
賓
、
各
社
応
援

者
、
家
族
が
静
か
に
見
守
る
な

か
、
2
時
間
と
い
う
制
限
時
間

の
な
か
で
安
全
性
・
正
確
度
・

美
観
・
堅
牢
・
迅
速
・
作
業
態

度
を
競
っ
た
。

電
気
工
事
技
能

　

コ
ン
ク
ー
ル
開
催

第　

回
僉
島
根
県
僊

36

　

建
設
省
建
設
経
済
局
は
平
成

　

年
9
月
分
の
建
設
・
住
宅
着

12工
統
計
調
査
報
告
を
発
表
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
審
査
委
員
長

か
ら
「
い
づ
れ
も
甲
乙
つ
け
難

い
出
来
栄
え
で
審
査
が
大
幅
に

長
引
き
ま
し
た
。」
と
の
講
評
の

後
、
上
位
6
位
ま
で
の
入
賞
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

◆
最
優
秀
賞
（
島
根
県
知
事
賞
）

及
び
金
賞
（
電
工
組
理
事
長
賞
）

・
神
州
電
気
㈱　
 
石
原
裕
二
氏

◆
優
秀
賞
（
中
国
電
力
島
根
支

店
長
）
及
び
銀
賞
（
電
工
組
理

事
長
賞
）

・
㈱
内
村
電
機
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　
 
富
田
隆
敏
氏

・
一
畑
電
設
㈱　
 
濱
村
慎
吾
氏

◆
銅
賞
（
電
工
組
理
事
長
賞
）

・
㈱
三
原
電
工　
 　

川
谷
真
氏

・
八
興
電
気
㈱　
 
板
倉
健
二
氏

・
同          　
　

山
本
達
也
氏

　

今年は創立 50周年という節目にあたる大会

　

電
気
使
用
安
全
月
間
の
一
環
と
し
て
約
5
0
0
名
が
参
加

広告スペース
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D
X
ア
ン
テ
ナ
㈱
は
、
テ
レ

ビ
受
像
機
と
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通

じ
て
、
パ
ソ
コ
ン
な
し
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
の

活
用
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
タ
ー
ミ

ナ
ル
「
C
D

M
倆
2
0

0
」
を
発
売
、

　

月　

日

11

21

よ
り
受
注

開
始
し
た
。

　

こ

の

商

品
の
特
長

は
①
家
庭

の
テ
レ
ビ

受
像
機
と
、

C
A
T
V

な
ど
の
専

用
回
線
（
イ

ー
サ
ネ
ッ

ト
）
に
つ
な

ぐ
だ
け
で

簡
単
に
接
続
が
完
了
。
パ
ソ
コ

ン
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
誰
に

で
も
容
易
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
電
子
メ
ー
ル
が
楽
し
め
る
②

独
自
に
開
発
し
た
使
い
や
す
い

ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ
ト
を
搭
載
。
機

能
は
N
e
t
s
c
a
p
e　

N

a
v
i
g
a
t
o
r
3
・
0
や

I
n
t
e
r
n
e
t　

E
x
p

l
o
r
e
r
3
・
0
（
J
a
v

a
、
一
部
を
除
い
た
プ
ラ
グ
イ

ン
機
能
は
対
応
し
な
い
）
に
相

当
で
、
S
o
f
t
w
a
v
e　

V
i
s
i
o
n
、
J
a
v
a　

S
c
r
i
p
t
1
・
1
（
一
部

機
能
対
応
し
な
い
）
に
も
対
応

③
ブ
ラ
ウ
ザ
画
面
に
表
示
す
る

文
字
サ
イ
ズ
の
変
更
や
、
カ
ー

ソ
ル
で
指
定
し
た
部
分
の
拡
大

表
示
も
Ｏ
Ｋ
④
市
販
の
プ
リ
ン

タ
、
Z
i
p
ド
ラ
イ
ブ
が
接
続

で
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子

メ
ー
ル
の
印
刷
、
保
存
が
可
能

⑤
マ
イ
ク
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

と
接
続
し
て
、
音
声
や
画
像
の

　

ア
イ
ホ
ン
㈱
は
、
火
災
報
知

機
メ
ー
カ
ー
大
手
の
ホ
ー
チ
キ

㈱
と
、
自
動
火
災
報
知
設
備
と

集
合
住
宅
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
一

体
化
し
、
省
設
計
・
省
施
工
を

実
現
し
た供
一
体
盤
シ
ス
テ
ム
僑

を
共
同
開
発
し
、
2
0
0
1
年

2
月
よ
り
発
売
す
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
長
は
①

出
火
住
戸
番
号
報
知
機
能
を
新

装
備
。
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

出
火
階
・
直
上
階
住
戸
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
か
ら
「
○
階
○
号
室

で
火
災
発
生
。
安
全
を
確
認
し

て
避
難
し
て
下
さ
い
。
」の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
流
す
事
が
可
能
。
入

居
者
に
わ
か
り
や
す
い
避
難
誘

導
が
で
き
る
②
管
理
室
に
設
置

し
た
一
体
盤
か
ら
住
戸
の
警
報

音
を
停
止
。
事
前
に
通
話
し
て

内
容
確
認
が
可
能
③
同
時
に
2

カ
所
で
使
用
で
き
る
2
通
話
路

式
。
共
同
玄
関
と
居
室
、
居
室

と
管
理
室
間
で
同
時
に
話
が
で

き
る
④
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
は

最
大
4
機
能
。
火
災
、
ガ
ス
漏

れ
、
非
常
警
報
を
基
本
に
防
犯

警
報
ま
た
は
コ
ー
ル
機
能
（
ト

イ
レ
や
浴
室
か
ら
呼
び
出
し
を

受
け
る
機
能
）
を
付
加
で
き
る

⑤
カ
ラ
ー
映
像
シ
ス
テ
ム
も
組

め
る
。（
※
カ
ラ
ー
映
像
制
御
装

置
等
が
別
途
必
要
）
価
格
は
、

一
体
盤
が
1
、
5
0
0
、
0
0

0
円
。
埋
込
形
居
室
親
機
が
7

2
、
0
0
0
円

（
工
事
費
・
消
費
税
別
）
。

緯
0
5
2（
6
8
2
）3
8
7
7

メ
ー
ル
伝
送
も
自
在
⑥
軽
量
・

コ
ン
パ
ク
ト
設
計
で
、
テ
レ
ビ

の
上
な
ど
に
場
所
を
取
ら
ず
設

置
で
き
る
。

　

価
格
は
、
オ
ー
プ
ン
価
格
。

（
7
～
8
万
円
程
度
の
見
込

み
）
緯
0
7
8
（
6
8
2
）0
0
0
1

   
三
菱
電
機
㈱
は
、
ジ
ェ
ッ
ト

の
風
で
水
滴
を
吹
き
飛
ば
す
、

業
界
で
初
め
て
の
壁
埋
め
込
み

式
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ヤ
ー
「
ビ
ル

ト
イ
ン
型
ジ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
」

を　

月
よ
り
発
売
す
る
。

12

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
薄
型

壁
埋
め
込
み
仕
様
の
ビ
ル
ト
イ

ン
型
な
の
で
、
狭
い
ト
イ
レ
は

も
ち
ろ
ん
、
よ
り
美
観
を
重
視

す
る
ト
イ
レ
に
も
適
し
て
い
る
。

本
体
埋
め
込
み
寸
法
も
奥
行
き

1
3
0
亜
と
薄
型
設
計
な
の
で
、

壁
埋
め
込
み
型
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル

ダ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
取

り
付
け
可
能
②
ビ
ル
ト
イ
ン
型

で
は
、
最
大
風
速
1
2
0
m
／

秒
（
ノ
ズ
ル
口
測
定
値
）
の

ジ
ェ
ッ
ト
風
で
、
わ
ず
か
5
～

9
秒
の
ス
ピ
ー
ド
乾
燥
を
実
現

（
乾
燥
の
目
安
は
片
手
に
残
っ

た
水
滴
量
が
1
5
0
葵
に
な
る

時
点
）
。
ヒ
ー
タ

ー
標
準
採
用
に

よ
る
温
風
方
式

に
よ
り
使
い
心

地
も
快
適
で
あ

る
③
耐
久
性
に

優
れ
、
衛
生
的

な
ス
テ
ン
レ
ス

ベ
ー
ス
の
本
体

に
一
部
樹
脂
を

採
用
、
ス
テ
ン

レ
ス
の
高
級
感

に
樹
脂
の
優
し

さ
を
組
み
合
わ

せ
た
デ
ザ
イ
ン

④
手
か
ら
飛
ん

だ
水
滴
は
供
ド
レ
ン
タ
ン
ク
僑

に
回
収
さ
れ
る
。
溜
ま
っ
た
水

は
タ
ン
ク
を
取
り
外
し
て
捨
て

る
だ
け
の
ら
く
ら
く
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
。　

　

価
格
は
1
9
8
、
0
0
0
円
。

緯
0
5
7
3（
6
6
）8
2
1
9
   
松
下
電
工
㈱
で
は
、
実
装
面

積　

％
、
小
型
モ
バ
イ
ル
機
器

45
な
ど
の
小
型
化
に
貢
献
す
る
、

世
界
最
小
ク
ラ
ス
の
小
型
検
知

用
ス
イ
ッ
チ
『
F
T
却
ｕ
ス

イ
ッ
チ
』
を　

月
よ
り
発
売
し

11

た
。

   
こ
の
商
品
の
特
長
は
①
実
装

面
積
が
、
同
社
現
行
品
比
（
F

T
ス
イ
ッ
チ
）　

％
を
実
現
。

45

基
板
へ
の
高
密
度
実
装
が
可
能

に
な
る
。
本
体
サ
イ
ズ
は
、
縦

　

オ
ム
ロ
ン
㈱
は
、
業
界
ト
ッ

プ
の
画
像
処
理
速
度
の
実
現
に

よ
り
、
超
高
速
処
理
ラ
イ
ン
へ

の
適
用
を
可
能
に
し
た
視
覚
セ

ン
サ
「
形
F
1
6
0
」
を　

月
10

よ
り
発
売
し
た
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
画
像

処
理
時
間
は
従
来
比
最
大　

倍
10

の
高
速
処
理
を
実
現
。
倍
速
カ

メ
ラ
で
撮
像
時
間
も
最
大
4
倍

の
高
速
化
を
実
現
し
、
超
高
速

生
産
ラ
イ
ン
な
ど
で
、
こ
れ
ま

で
処
理
時
間
不
足
の
た
め
行

え
な
か
っ
た
検
査
も
行
え
、
検

査
品
質
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
す
る
②
文
字
認
識
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
「
Q
U
E
S
T
理
論
」

を
搭
載
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ユ

ー
ザ
で
の
辞
書
登
録
が
不
要
。

文
字
の
変
形
・
サ
イ
ズ
変
動
が

あ
っ
て
も
高
精
度
な
認
識
が

可
能
。
対
象
ワ
ー
ク
の
寸
法
が

変
動
に
検
査
領
域
が
自
動
的
に

追
従
。
最
良
領
域
サ
イ
ズ
で
検

査
可
能
。
複
数
の
良
品
画
像
を

用
い
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
マ
ッ

チ
ン
グ
③
メ
モ
リ
カ
ー
ド
を
搭

載
し
、
最
大
約
1
、
0
0
0
シ

ー
ン
ま
で
の
デ
ー
タ
を
保
存
。

本
体
に
差
し
込
む
だ
け
で
多
品

種
ラ
イ
ン
に
お
け
る
段
取
り
替

え
が
簡
単
に
で
き
る
④
操
作
、

画
面
表
示
を
現
場
仕
様
に
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
可
能
。
現
場
で
の
調

整
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
の
操
作

性
の
向
上
、
時
間
短
縮
を
図
れ

る
。
操
作
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
は
、

メ
ニ
ュ
ー
マ
ス
キ
ン
グ
機
能
、

パ
ス
ワ
ー
ド
機
能
、
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
機
能
が
あ
る
。
画
面
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
に
は
、
表
示
文
字

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
、
図
形
描
画
機

能
、
カ
ラ
ー
表
示
機
能
が
あ
る
。

　

価
格
は
オ
ー
プ
ン
価
格
。

緯
0
7
5（
3
4
4
）7
0
6
9

ケ
ー
ブ
ル
T
V
で
P
C
不
要

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル

超
高
速
処
理
ラ
イ
ン
適
用

　

倍
速
「
視
覚
セ
ン
サ
」

１０

業
界
初
の
壁
埋
め
込
み
仕
様

高
速
風
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ヤ
ー

3
・
4
×
横
3
・
4
×
厚
み
1
・

4
亜
と
世
界
最
初
ク
ラ
ス
を

実
現
、
機
器
の
小
型
化
薄
型
化

に
貢
献
す
る
②
実
装
条
件
に

合
わ
せ
た
多
彩
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
。
水
平
取
付
け
タ
イ
プ

と
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
タ
イ
プ
が
あ

り
、
両
タ
イ
プ
と
も
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
ー
の
動
き
に
対
し
て
、

水
平
・
垂
直
・
2
方
向
か
ら
の

検
出
が
可
能
な
の
で
、
設
計
の

制
限
が
少
な
く
な
る
。
標
準
タ

イ
プ
は
ボ
ス
有
り
、
ボ
ス
無
し

タ
イ
プ
と
右
検
知
・
左
検
知
タ

イ
プ
を
用
意
し
て
い
る
。
ロ
ウ

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
は
S
M
D
端
子

を
採
用
し
、
よ
り
実
装
高
さ
を

低
く
（
1
・
2
亜
）
す
る
。
ロ

ウ
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
エ
ン
ボ
ス

逆
包
装
タ
イ
プ
で
は
基
板
に
切

か
き
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
実

装
高
さ
は
0
・
3
亜
が
可
能
に

な
り
、
基
板
の
薄
型
化
に
貢
献

す
る
。
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
タ
イ
プ

は
、
基
板
に
対
し
、
垂
直
で
の

実
装
が
可
能
に
な
り
、
通
常
の

基
板
側
面
か
ら
の
検
知
か
ら
で

な
く
、
上
部
か
ら
の
検
知
が
で

き
、
よ
り
設
計
条
件
が
緩
和
さ

れ
る
③
高
接
触
信

頼
性
を
実
現
。
独

自
の
コ
イ
ル
バ
ネ

機
構
の
採
用
に
よ

り
、
高
い
接
触
力

（
現
行
品
比
1
5

0

％
〔
F

T

ス

イ
ッ
チ
〕
）
と
ワ
イ

ピ
ン
グ
を
確
保
し

た
。
金
接
点
の
採

用
に
よ
り
微
少
電

流
・
電
圧
域
で
の

高
接
触
信
頼
性
を

実
現
④
O
・
T
（
動

作
後
の
動
き
＝
動

作
位
置
限
度
距

離
）
を
1
・
0
亜

確
保
し
て
い
る
の
で
、
誤
作
動

が
起
き
に
く
い
構
造
に
な
っ
て

い
る
。　

価
格
は
、
標
準
、
ロ
ウ

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
、
バ
ー
テ
ィ
カ

ル
と
も
に　

円
（
税
別
）
。

70

緯
0
6
（
6
9
0
8
）1
1
3
1

実
装
面
積
世
界
最
小
ク
ラ
ス

小
型
検
知
用
ス
イ
ッ
チ
発
売

自
火
報
・
集
合
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

集
合
住
宅
用
一
体
盤
シ
ス
テ
ム

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 12月 1日(第３種郵便物認可) (10)第 381号

優良製品・商品をご使用下さい！
全日電工連協賛会社

株
式
会
社　

ア
イ
チ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア

イ

ホ

ン　

株
式
会
社

住

電

朝

日

精

工

株
式
会
社

因

幡

電

機

産

業　

株
式
会
社

大

阪

ヒ

ュ

ー

ズ　

株
式
会
社

オ

ム

ロ

ン　

株
式
会
社

株
式
会
社　

カ

ワ

グ

チ

河

村

電

器

産

業　

株
式
会
社

共

立

電

気

計

器　

株
式
会
社

住

友

ス

リ

ー

エ

ム　

株
式
会
社

株
式
会
社　

シ

ー

・

ア

イ

・

エ

ス

有
限
会
社　

全

日

出

版

社

株
式
会
社　

ダ

イ

テ

ッ

ク

中
電
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス　

株
式
会
社

Ｄ

Ｘ

ア

ン

テ

ナ　

株
式
会
社

テ

ン

パ

ー

ル

工

業　

株
式
会
社

東

芝

ラ

イ

テ

ッ

ク　

株
式
会
社

株
式
会
社　

ト

ー

ヨ

内

外

電

機　

株
式
会
社

株
式
会
社　

西
澤
電
機
計
器
製
作
所

株
式
会
社　

西

田

製

作

所

株
式
会
社　

ニ

チ

フ

端

子

工

業

日

本

電

機

産

業　

株
式
会
社

ネ

グ

ロ

ス

電

工　

株
式
会
社

株
式
会
社　

ビ

ジ

ネ

ス

・

ワ

ン

日
立
Ｇ
Ｅ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ　

株
式
会
社

松

下

電

器

産

業　

株
式
会
社

松

下

電

工　

株
式
会
社

マ

ス

プ

ロ

電

工　

株
式
会
社

三

菱

電

機　

株
式
会
社

ミ

ツ

ワ

電

機　

株
式
会
社

矢

崎

総

業　

株
式
会
社

横
河
エ
ム
ア
ン
ド
シ
ー　

株
式
会
社

ワ

ゴ

ジ

ャ

パ

ン　

株
式
会
社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

住

友

生

命

保

険

相

互

会

社

株
式
会
社

大

和

銀

行

日

本

火

災

海

上

保

険　

株
式
会
社

三

井

生

命

保

険

相

互

会

社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

全
日
本
電
設
資
材
卸
業
協
同
組
合
連
合
会

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 12月 1日第381号 (第３種郵便物認可)(11)

工
事
等
の
関

係
業
界
か
ら

の
要
望
に
基

づ
き
、
写
真

や
イ
ラ
ス
ト

を
追
加
し
、

工
事
・
検
査

規
程
に
関
す

る
事
項
も
充

実
。

　

法
規
等
の

改
正
に
伴
う

改
定
は
、「
省

令
」
及
び
「
電
気
設
備
の
技
術

基
準
の
解
釈
」
の
制
定
並
び
に

改
正
。
更
に
電
気
用
品
取
締
法

の
改
正
及
び
日
本
工
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
の
改
正
に
よ
る
見

直
し
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

平
成　

年
6
月
に
開
催
さ
れ

12

た
日
本
電
気
技
術
規
格
委
員
会

に
お
い
て
、
内
線
規
定
が
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
規
格
と
し
て
承
認
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
平
成　

年
改
訂

12

第　

版
が
発
行
さ
れ
た
。

10

【
東
京
】
新
島
村
本
村

梅
田
電
気
設
備
工
業
㈱　
　
　

　
　
　
　
　
　

梅
田
松
太
郎
様

【
東
京
】
新
島
村
式
根
島

式
根
島
電
気　
　
　

宮
川
弘
様

【
東
京
】
神
津
島
村

㈲
丸
善
電
気　

松
江
三
千
春
様

【
東
京
】
神
津
島
村

㈲
南
陽
電
気　
　

梅
田
静
夫
様

　

僉
島　

外　

避　

難
僊

【
東
京
】
三
宅
島
三
宅
村
神
着

㈲
浅
沼
電
機
商
会　

浅
沼
汪
様

【
東
京
】
三
宅
島
三
宅
村
阿
古　

北
川
電
気
設
備
㈱

　
　
　
　
　
　
　

北
川
耕
平
様

【
東
京
】
三
宅
島
三
宅
村
坪
田

㈲
菊
地
電
気　
　
　

菊
地
暢
様

　
　

僉
半　
　

壊
僊

【
鳥
取
】
米
子
市
旗
ケ
崎

栄
和
電
気
工
事
㈲

　
　
　
　
　
　
　

金
山
幸
治
様

【
鳥
取
】
境
港
市
明
治
町

繁
美
電
気
工
事

　
　
　
　
　
　

野
々
村
繁
美
様

【
鳥
取
】
米
子
市
寺
町

生
田
電
気
工
事　

生
田
繁
美
様

【
鳥
取
】
西
伯
郡
西
伯
町
法
勝
寺

有
限
会
社
は
し
も
と　
　

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
忠
典
様

【
鳥
取
】
米
子
市
陰
田
町

石
田
電
気
工
事
店　

石
田
同
様

【
鳥
取
】
西
伯
郡
会
見
町
平
万

西
伯
電
工　
　
　

細
田
成
男
様

【
鳥
取
】
米
子
市
角
盤
町

藤
原
電
機
㈱　
　

米
岡
延
朗
様

　

互
助
会
加
入
者
の
う
ち
、
次

の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。な
お
、互
助
会
規
約
に

基
づ
き
病
気
、
そ
の
他
で
亡
く

な
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
に
弔
慰

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
北
海
道
】
札
幌
市
南
区
澄
川

㈱
藤
電
気　
　

須
藤
義
勝
様　
71

【
北
海
道
】
旭
川
市
東
八
条

㈱
天
日
電
気　
　

天
日
保
様　
53

【
青
森
】西
津
軽
郡
木
造
町

高
橋
で
ん
き　

高
橋
清
勝
様　
74

【
宮
城
】白
石
市
八
幡
町

山
崎
電
気
工
業
所

　
　
　
　
　
　

山
崎
則
男
様　
53

【
山
形
】鶴
岡
市
大
字
水
沢
字
水

沢
尻
㈱
協
同
電
気
工
事

　
　
　
　
　
　

酒
井
秀
一
様　
51

【
福
島
】伊
達
郡
梁
川
町

㈲
佐
藤
電
設　

佐
藤
昭
二
様　
58

【
福
島
】岩
瀬
郡
長
沼
町

芳
賀
電
気
工
事
店

　
　
　
　
　
　

芳
賀
保
男
様　
81

【
新
潟
】十
日
町
市
小
泉

小
沢
電
気　
　

小
沢
嘉
夫
様　
67

【
新
潟
】三
条
市
桜
木
町

小
熊
電
気
商
会　

小
熊
忠
様　
59

【
新
潟
】長
岡
市
横
枕
町

岩
淵
電
工　
　

岩
淵
好
雄
様　
71

【
富
山
】氷
見
市
比
美
町

小
川
電
機
商
会

　
　
　
　
　
　

小
川
陽
児
様　
72

【
石
川
】輪
島
市
鳳
至
町
鳳
至
丁

新
輪
電
設　
　

酒
本
義
則
様　
53

【
埼
玉
】幸
手
町
中

関
口
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

関
口
博
文
様　
78

【
埼
玉
】熊
谷
市
桜
町

栄
明
電
気
珂　

西
田
明
広
様　
68

【
千
葉
】市
川
市
下
貝
塚

㈲
三
興
電
気
設
備
工
事

　
　
　
　
　
　

柿
崎
克
己
様　
70

【
千
葉
】館
山
市
二
子

伊
東
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

伊
東
正
美
様　
70

【
東
京
】葛
飾
区
柴
又

東
伸
電
気
㈲　

佐
藤
伸
吉
様　
54

【
神
奈
川
】
川
崎
市
幸
区
古
川
町

三
保
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

三
保
健
造
様　
45

【
神
奈
川
】
横
浜
市
港
北
区
綱
島

西㈲
桜
井
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

桜
井
快
明
様　
64

【
愛
知
】西
区
城
北
町

㈱
名
電
社　
　

高
折
正
司
様　
75

【
岐
阜
】羽
島
市
竹
鼻
町
錦
町

有
限
会
社
サ
ガ
ラ
電
工
舎

　
　
　
　
　
　

相
良
清
久
様　
61

【
京
都
】福
知
山
市
昭
和
町

㈲
梶
村
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　
　

梶
村
修
様　
53

【
奈
良
】磯
城
郡
田
原
本
町

大
和
電
機
工
業
珂

　
　
　
　
　
　

芋
生
政
市
様　
84

【
大
阪
】大
阪
市
福
島
区
福
島

牧
野
電
気
㈱　

牧
野
年
伸
様　
64

【
大
阪
】大
阪
市
中
央
区
森
ノ
宮

中
央
株
式
会
社
上
月
電
光
社

　
　
　
　
　
　

小
松
邦
廣
様　
55

【
兵
庫
】加
西
市
牛
居
町

前
田
電
化　
　

前
田
一
雄
様　
56

【
兵
庫
】川
西
市
小
戸

和
光
産
業
㈱　

浅
葉
和
男
様　
64

【
香
川
】高
松
市
福
岡
町

珂
香
川
ネ
オ
ン
電
業
社   　
　

　
　
   　
　
　

宮
武
和
典
様　
84

【
愛
媛
】川
之
江
市
金
田
町
金
川

㈲
小
椋
電
気

　
　
　
　
　

小
椋
亀
太
郎
様　
82

【
福
岡
】北
九
州
市
八
幡
西
区
本

城㈱
イ
ト
デ
ン　

伊
藤
一
實
様　
66

【
福
岡
】福
岡
市
早
良
区
大
字
西

㈲
大
昇
電
工　

吉
瀬
甚
吾
様　
74

【
佐
賀
】杵
島
郡
大
町
町
大
字
福

母㈲
川
原
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

川
原
文
男
様　
75

【
大
分
】別
府
市
野
口
中
町

株
式
会
社
A
・
E
・
D　
　

　
　
　
　
　
　
　

芦
刈
護
様　
53

【
大
分
】宇
佐
市
大
字
麻
生

宮
本
電
気
商
会　

宮
本
久
様　
51

【
鹿
児
島
】鹿
児
島
市
玉
里
団
地

梅
木
電
設　
　

梅
木
静
文
様　
47

【
鹿
児
島
】鹿
児
島
市
新
屋
敷
町

有
限
会
社
相
良
電
機　
　

　
　
　
　
　
　
　

相
良
勇
様　
78

　

加
入
組
合
員
の
う
ち
左
記
の

方
が
羅
災
さ
れ
、互
助
会
規
約

に
よ
り
見
舞
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
祈
念
し
ま
す
。

【
東
京
】
新
島
村
本
村

森
電
気
工
業
㈲　
　

森
正
年
様

【
東
京
】
新
島
村
本
村
大
字
若
郷

若
郷
前
田
電
気
工
事
店

　
　
　
　
　
　
　

前
田
善
一
様

【
東
京
】
新
島
村
本
村

三
和
電
設
㈱　
　

前
田
敏
男
様

【
東
京
】
新
島
村
本
村

植
長
電
機
店　
　

植
松
源
七
様

　

花
日
本
電
気
協
会
は
、
電
気

設
備
に
関
す
る
民
間
自
主
規
格

で
あ
る
『
内
線
規
程
』（
内
線
規

程
専
門
部
会
編
）
の
改
訂
版
を

発
行
し
た
。

　

内
線
規
程
は
昭
和　

年
の
制

43

定
以
来
、
需
要
場
所
に
お
け
る

一
般
用
電
気
工
作
物
及
び
自
家

用
電
気
工
作
物
（
特
別
高
圧
関

係
は
除
く
）
の
設
計
、
施
工
、

維
持
、
管
理
に
関
す
る
技
術
的

事
項
を
具
体
的
か
つ
詳
細
に
規

定
し
た
日
本
国
内
に
お
け
る
代

表
的
な
民
間
自
主
規
格
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

平
成
9
年
3
月
の
「
電
気
設

備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め

る
省
令
」
（
以
下
「
省
令
」）
改

正
後
の
新
た
な
動
向
を
踏
ま
え

た
全
体
構
成
の
見
直
し
、
電
気

Ｉ
Ｔ
時
代
に
対
応
し
た
住
宅
づ
く
り
を

『
情
報
･
通
信
新
時
代
の
住
宅
情
報
化
設
計
入
門
』

5 年振 りの改 訂

　

㈱
オ
ー
ム
社
は
「
電
気
と
工

事
」　

月
号
別
冊
と
し
て
、『
情

11

報
・
通
信
新
時
代
の
住
宅
情
報

化
設
計
入
門
』（
住
宅
情
報
化
推

進
協
議
会
編
）
を
発
行
し
た
。

　

同
書
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送

化
へ
の
展
開
が
進
ん
で
い
る
放

送
分
野
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
驚
異
的
に
拡
大
し
て
い
る
通

信
分
野
の
両
分
野
に
対
応
し
た

時
代
の
住
宅
づ
く
り
の
設
計
手

法
を
集
合
住
宅
と
戸
建
住
宅
に

分
け
て
解
説
。
住
宅
情
報
配
線

設
計
の
関
係
者
必
携
の
書
と

な
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

㈱
オ
ー
ム
社
雑
誌
部

緯
0
3（
3
2
3
3
）0
6
4
1

胃
0
3（
3
2
9
3
）6
8
8
9

5
年
振
り
に
改
訂
さ
れ

た『
内
線
規
定
』の
表
紙

電
気
設
備
の

設
計
・
施
工
・
維
持
・
管
理

　
　岡山県電気工事工業組合 (市村嘉
一郎理事長 ) は 10 月 10日、下記住
所に移転した。電話番号、ＦＡＸ番
号も変更になった。
斬住所　岡山市豊成 1丁目
　　　　9 番 9-3 号
斬 TEL　086-261-0900
斬 FAX　086-222-9410
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移転のお知らせ



全 日 電 工 連 平成12年 12月 1日(第３種郵便物認可) (12)第 381号

　

高
崎
電
気
工
事
協
同
組
合
に

属
す
る
組
合
員　

社
は
、
国
際

10

的
な
品
質
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

標
準
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0

0
0
ｓ
を
取
得
し
た
。

  
取
得
し
た
企
業　

社
は
別
表

10

の
通
り
。

　

私
は
、
長
崎
県
で
仕
事
を

し
て
お
り
ま
す
が
、　

数
年

30

前
、
地
域
業
界
の
統
一
を
目

指
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
電

設
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

中
部
電
気
工
事
業
組
合
連
合
会
（
加
藤
金
太
郎
会
長
）
は　

月
11

　

、　

の
両
日
に
わ
た
り
、
長
野
県
松
本
市
で
第　

回
経
営
セ
ミ

16

17

26

ナ
ー
を
開
催
し
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
毎
年
中
部
5
県
工
業
組
合

役
員
並
び
に
青
年
部
代
表
が
一
堂
に
会
し
、
業
界
の
問
題
点
や
将

来
の
展
望
に
つ
い
て
議
論
す
る
同
連
合
会
の
恒
例
行
事
で
あ
る
。

活発な意見交換が行われた経営セミナーの各分科会

Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
全
国
規
模
で
展
開

第
一
分
科
会
「
新
し
い
仕
事
づ
く
り
」

挨
拶
す
る
加
藤
中
部
連
会
長

　

米
沢
電
気
工
事
株
式
会
社

（
米
沢
寛
代
表
取
締
役
社
長
＝

石
川
県
金
沢
市
）
は　

月　

日
、

10

20

東
京
支
店
、
大
阪
支
店
、
名
古

屋
支
店
、
新
潟
営
業
所
で
Ｉ
Ｓ

Ｏ
9
0
0
1
の
拡
大
審
査
を
受

審
し
、
認
証
を
受
け
た
。

　

同
本
社
で
は
昨
年　

月　

日
、

10

22

既
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
1
の
認
証

を
取
得
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

り
同
社
の
営
業
拠
点
（
富
山
、

福
井
、
埼
玉
各
県
を
含
む
）
は

全
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
1
の
認
証

を
取
得
し
た
こ
と
に
な
り
、
電

気
工
事
業
界
北
陸
初
の
全
国
規

模
で
の
認
証
取
得
と
な
っ
た
。。

　

同
社
で
は
、「
国
内
全
域
で
の

認
証
取
得
達
成
を
機
に
さ
ら
に

改
善
を
重
ね
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0

1
に
基
づ
い
た
品
質
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
図
り
、
当
社
の
基
本

理
念
で
あ
る
供
お
客
様
に
安
心

と
快
適
さ
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
会

社
僑
を
目
指
し
て
い
く
。
」
と

語
っ
て
い
る
。

高　崎　電　気　工　事　協　同　組　合
合同事業として認証取得をした事業所

ＴＥＬ
住 　　   所代表者名会　社　名

ＦＡＸ

027-362-5836高崎市飯塚町 1447関口　慶也東栄電工㈱

027-363-4827〒 370-0069

027-362-6198高崎市井野町 321神山　　勝㈱神明電気

027-362-6186〒 370-0004

027-352-5211高崎市西横手町 215-1小谷野一彦㈱小谷野電気

027-352-5213〒 370-0021

027-364-5100高崎市飯塚町 1301金井　雅春金井電気工事㈱

027-364-4100〒 370-0069

027-362-1234高崎市貝沢町甲 965串田　紀之クシダ工業㈱

027-362-1236〒 370-0042

027-323-4303高崎市上中居町 518石井　嘉一群商電設㈱

027-323-9916〒 370-0851

027-325-3011高崎市石原町 3204佐藤　秋二佐藤工業㈱

027-327-3847〒 370-0864

027-363-3336高崎市上並榎町 113-3西田　桂松㈱セイモー

027-361-7652〒 370-0801

027-352-0271高崎市柴崎町 622-16内田　義雄㈲電産

027-353-0734〒 370-0035

027-347-3112高崎市矢中町 1112-4真下　健次マシモ電機㈱

027-347-4517〒 370-1203

こ
れ
は
、
お
客
様
か
ら
の
受
注
・

施
工
の
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
仕
事

で
大
丈
夫
か
、
下
請
け
に
終
始

し
て
し
ま
わ
な
い
か
な
ど
自
問

を
重
ね
、
新
し
い
付
加
価
値
を

探
し
て
い
く
目
的
で
設
立
し
た

も
の
で
す
。

　

当
時
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う

言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

保
守
管
理
の
必
要
性
は
認
識
さ

れ
て
い
ま
し
た
。　

　

将
来
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
当
然
必
要
な
戦
略
事
業
と

言
え
ま
す
。
電
気
工
事
業
者
に

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
の
は
、

営
業
・
受
注
だ
け
で
は
足
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
電
気
に
関
わ
る

法
律
に
巡
り
合
っ
た
の
は
、
昭

和　

年
に
制
定
、
施
行
さ
れ
た

36
電
気
工
事
士
法
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
届
出
さ
え
す
れ

ば
誰
で
も
電
気
工
事
業
を
営
め

る
た
め
、
電
気
工
事
業
者
が
非

常
に
増
え
、
収
拾
が
つ
か
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
規
制
を
か
け
て

何
と
か
せ
ね
ば
と
い
う
こ
と
で
、

電
気
工
事
業
法
の
制
定
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
や
や
し
て
か
ら

昭
和　

年
、
電
気
保
安
問
題
が

49

に
わ
か
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
通
産
省
に
陳
情
、

省
令
改
正
で
一
般
用
電
気
工
作

物
の
保
守
管
理
業
務
が
実
施
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
交
渉
が
本

格
化
す
る
わ
け
で
す
。

　

調
査
業
務
は
ま
だ
入
口
の

段
階
で
す
。
す
で
に
ス
タ
ー

ト
し
た
関
東
1
都
7
県
は
順

調
な
滑
り
出
し
で
あ
り
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
世
界
を
作

る
と
い
う
戦
略
目
標
を
明
確

に
し
、
自
分
た
ち
の
業
界
の

未
来
は
自
分
た
ち
で
築
き
、

情
熱
を
燃
や
し
明
日
の
我
々

の
未
来
の
た
め
に
全
員
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
講
師
に
全
日
電
工
連

副
会
長
徳
住
一
郎
氏
を
招
い
て

「
一
般
用
電
気
工
作
物
の
調
査

業
務
に
つ
い
て
」
の
講
演
と
分

科
会
討
議
を
行
っ
た
。

　

分
科
会
は
第
一
分
科
会
・
第

二
分
科
会
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
を
も
と
に
発
表
者
と

出
席
者
の
間
で
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

▼
第
一
分
科
会

　

第
一
分
科
会
で
は
、「
新
し
い

仕
事
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

各
県
各
1
名
の
意
見
発
表
者
が
、

自
社
の
取
組
や
こ
れ
か
ら
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
共
通

す
る
も
の
と
し
て
、
顧
客
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
技
術
力
・
資

格
取
得
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

た
。

　

ま
た
電
気
工
事
業
界
は
、
他

業
種
に
比
べ
様
々
な
テ
ー
マ
が

あ
る
の
で
、
提
案
型
営
業
を
推

し
進
め
る
た
め
に
も
、
新
技
術

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
通
信
配
線

工
事
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く

り
が
必
要
不
可
欠
と
い
う
意
見

も
見
ら
れ
た
。

▼
第
二
分
科
会
「
青
年
部
」

　

第
二
分
科
会
で
は
青
年
部
が
、

電
気
工
事
業
界
の
今
後
の
進
む

べ
き
道
に
つ
い
て
、
意
見
発
表

者
と
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。

　

業
界
の
目
標
で
あ
る
分
離
発

注
を
目
指
し
、
大
手
の
競
争
力

に
打
ち
勝
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
、
通
信
技
術
・
Ｉ
Ｔ
技
術

の
習
得
な
ど
業
界
の
仕
事
を
守

る
た
め
、
力
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
ま
と

め
ら
れ
た
。

一
般
用
電
気
工
作
物

　
　

調
査
業
務
に
つ
い
て

　
　

講
師
・
徳
住
一
郎
全
日
電
工
連
副
会
長

長野県
松本市

第
二
分
科
会
「
今
後
の
進
む
べ
き
道
」

米
沢
電
気
工
事
㈱

群　

馬

ＩＳＯ取得
公共事業入札動向をにらみ

群馬工組
高崎支部

広告スペース
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